
　

11
月
６
日
に
議
会
改
革
の
先
進
地

で
あ
る
長
野
県
飯
綱
町
議
会
を
訪
問

し
、
議
長
さ
ん
を
は
じ
め
４
名
の
議

員
さ
ん
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
詳

細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

飯
綱
町
の
面
積
は
75
・
31
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
美
里
町
の
約
２
倍
、

人
口
は
美
里
町
と
ほ
ぼ
同
じ
の
約
１

万
１
２
０
０
人
で
す
。
長
野
市
に
隣

接
す
る
山
間
地
で
、
米
と
リ
ン
ゴ
の

生
産
を
中
心
と
す
る
農
業
が
基
幹

産
業
の
町
で
す
。

　

議
会
改
革
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
要

因
は
第
３
セ
ク
タ
ー
の
ス
キ
ー
場
の

経
営
破
綻
に
よ
る
約
８
億
円
の
損
失

補
償
の
支
払
い
が
生
じ
、
住
民
か
ら

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
果
た
さ
れ

て
い
た
の
か
？　

と
い
う
厳
し
い
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
議
会
改
革
に

着
手
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、
公
募
等
に
よ
る
町
民
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
開
か

れ
た
議
会
、
議
会
へ
の
住
民
参
加
を

広
げ
「
議
会
の
見
え
る
化
」
を
進
め
、

よ
り
多
く
の
住
民
に
議
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
飯
綱
町
議
会
は
定
数
15

名
で
す
が
、
活
発
な
議
会
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
議
員
定
数
を
削
減
せ

ず
に
、
昨
年
に
は
全
国
で
も
珍
し
く

議
員
報
酬
の
増
額
に
踏
み
切
っ
た
そ

う
で
す
。
飯
綱
町
議
会
に
は
議
会
改

革
の
先
進
地
と
し
て
、
全
国
の
地
方

議
会
か
ら
多
く
の
視
察
が
訪
れ
る
た

め
、
議
員
が
手
分
け
し
て
対
応
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
美
里
町
議
会
と
し
て
も
取

り
入
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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今
回
で
５
回
目
と
な
る
議
員

交
流
は
、
両
町
で
以
前
か
ら
懸

案
で
あ
っ
た
県
道
広
木
折
原
線
、

円
良
田
湖
付
近
の
拡
幅
整
備
の

陳
情
を
間
近
に
控
え
る
中
で
の

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
寄
居
町
役
場
に
て
、

最
近
地
方
議
会
に
お
い
て
も
導

入
が
進
ん
で
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
効
果
・
メ
リ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
議
会
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
普
及
の
大
き
な
要
因
は

２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
コ
ス
ト
に
対
し
て
メ

リ
ッ
ト
が
上
回
る
こ
と
、
も
う

１
つ
は
活
用
度
が
向
上
す
る
と

大
き
な
副
次
効
果
を
生
む
点
で

す
。
議
員
一
人
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

１
台
を
持
つ
こ
と
で
情
報
の
や

り
と
り
が
圧
倒
的
に
早
く
な
り
、

ペ
ー
パ
レ
ス
化
も
図
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

議
会
に
お
い
て
も
通
知
文
書
や

予
算
資
料
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
ひ

と
つ
で
間
に
合
う
こ
と
な
ど
、

近
い
将
来
は
、
美
里
町
議
会
に

お
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
の
議
会
活
動
に
な
る
の
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
、
寄
居
町
風

布
の
や
ま
き
園
に
て
ミ
カ
ン
畑

の
視
察
及
び
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。
畑
は
か
な

り
急
勾
配
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ミ
カ
ン
の
木
の
本
数
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
１
２
０
０
本
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
日
本
で
の
ミ
カ

ン
の
北
限
は
風
布
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
美
里
町
で
も
最

近
ミ
カ
ン
の
栽
培
が
多
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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飯綱町は議会改革の先進地で、一昨年は
39の自治体が視察研修に訪れています。
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タブレット活用で、秋田県横手市議会ではペーパー
レス化が95％も進んでいるそうです。
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本
庄
市

児
玉
郡
町
議
会
議
員
後
期
研
修
会

　

今
年
度
は
、
児
玉
郡
市
内
の
議
員
交

流
を
図
る
た
め
、
本
庄
市
議
会
議
員
研

修
会
へ
の
参
加
形
式
に
よ
る
「
児
玉
郡

町
議
会
議
員
研
修
会
」
が
、
本
庄
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
議
会
・
行
政
に
浸
透
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
と
題
し
、

本
庄
市
も
含
め
全
国
１
５
５
の
議
会
で

導
入
さ
れ
て
い
る
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議

会
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

導
入
効
果
に
つ
い
て
は
、
①
会
議
資

料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、（
ⅰ
）

会
議
資
料
の
管
理
の
手
間
が
減
り
、
ま

た
検
索
機
能
に
よ
り
過
去
資
料
の
活
用

度
が
向
上
す
る
こ
と
、（
ⅱ
）
資
料
の
配

付
・
連
絡
・
確
認
業
務
が
効
率
化
さ
れ

る
こ
と
。
②
連
絡
業
務
の
効
率
化
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
等

か
ら
「
チ
ャ
ッ
ト
連
絡
」
に
よ
り
迅
速
・

確
実
に
連
絡

が
可
能
な
こ

と
。
③
議
会
図

書
の
拡
張
・
補

完
機
能
に
つ
い

て
は
、
議
会
図

書（
行
政
計
画
・

広
報
紙
・
会
議

録
・
例
規
集
・

白
書
）
等
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧
・
活

用
で
き
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
議
会

は
、
す
べ
て
公
開
が
原
則
で
あ
り
、
議

会
で
使
用
さ
れ
る
資
料
は
全
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
り
「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
」

議
員
が
閲
覧
・
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
権
を
で
き

る
だ
け
制
限
せ
ず
、
町
民
も
同
時
並
行

的
に
会
議
資
料
を
閲
覧
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
一
つ
の
弊
害
は
、

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
が
厳
し
く

限
定
さ
れ
、
結
果
と
し
て
資
料
（
ペ
ー

パ
ー
）
が
閉
鎖
的
に
な
り
情
報
公
開
が

阻
害
さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
将
来

「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
を
検
討
す
る
際
に
は
、
会
議
資
料
の

公
開
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
望

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
児
玉
郡
市
内
の
議

員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
課
題
や
現
状
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
・
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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議会・行政に浸透するタブレットとICT活用
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平成30年度一般会計補正予算（第２号）
補正額　　 　　　　　 　1,032万６千円　
補正後の額　　　　  　38億1,555万１千円
　歳出補正の内容は、条例改正等に伴う給与の増
です。

債務負担行為
債務負担のできる限度額　　４億5万９千円
　施設の運転管理等の安定稼働や、平成31年４月
１日から業務を実施する必要があり、平成30年度
中に契約事務等を進めるため設定するものです。

児玉郡市広域市町村圏組合一般職職員の
給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告及び埼玉県人事委員会勧告に準じ、
組合職員の給与を改定する。

指定管理者の指定期間の変更について
　余熱利用施設の指定期間を、施設設備の維持補
修工事を行うことに伴い、平成32年３月31日ま
で１年間延長し、６年間とする。

小山川クリーンセンター小山川クリーンセンター


